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それぞれの理由
栃木・川上　雄飛
　ぼくは、二才年下の弟と二人兄弟です。いつもいっしょに遊んでいるけれど、ちょっとしたことでけんかになることも多いです。
　この前は、弟とめいろを作っている時に、弟の足が当たり、めいろの一部がこわれてしまいました。ぼくは、

「今足でこわした所を直してね。」

と言うと、弟は、

「ぼくはこわしていない、人のせいにするな。」と言ってきました。ぼくがもう一度、こわした所を直すように言うと、弟はおこって、めいろをもっとこわしました。一生けん命作っためいろだったので、ぼくは頭にきて、弟をつき飛ばしてしまいました。弟は、泣いてお母さんに言いつけに行きました。弟は、つき飛ばされたことだけを言ったので、ぼくだけがお母さんにしかられました。

　弟とけんかになる時は、この時のように、大体の原因は弟にあるのに、弟が先に泣くのでいつもぼくがしかられます。つき飛ばしたことは悪いけれど、ぼくにも理由があったのに、この時はお母さんはぼくの話を聞いてくれなかったので、とてもくやしくて悲しかったです。どうせぼくだけが悪いと思われるなら、弟のおもちゃを全部こわしてやろうかなとふと思いました。
　毎日、テレビでは色々な事けんのニュースが流れています。ひどいな、何でそんな事をするのかなと思っていたけれど、もしかしたらそのつみをおかした人たちも、その時のぼくと同じように、何か理由があってやってしまったのかもしれないなと思いました。
　ぼくの場合は、後でお母さんと弟と話し合って、おたがいにあやまって仲直りをしました。話をしてみると、弟は、自分の足がめいろに当たったことに気づかなかったことが分かりました。弟にもおこる理由があったのです。
　もちろん理由があるからといって、悪いことをしてもいいわけではありません。でも、つみをおかした人も、生まれてすぐの時から悪いことをしていたわけではありません。そうなるまでのできごとと、そうなってしまった理由があるはずだと思いました。
　社会を明るくする運動と聞いて、最初はよく分からなかったけれど、ぼくは、まず相手の都合や理由を知ろうとすることが大切なのではないかと思うようになりました。誰だって本当に悪い人はいないし、失敗をしない人もいません。みんなそれぞれ自分の気持ちがあって、その気持ちを分かってもらえなかった時に、頭にきて、失敗をしたり、つみをおかしたりしてしまうのだと思います。ぼくが弟をつき飛ばしてしまった理由を、お母さんと弟が分かってくれた時は、自分の心が軽くなったのが分かりました。弟がなぜおこったのか理由を聞いた時、弟の気持ちも少しだけ分かりました。だから、むずかしいけれど、今度からはつき飛ばす前に、弟の気持ちも考えてみようと思います。そしてぼくの気持ちも伝えてみようと思います。みんながそういう風にできたら、社会からあらそい事やはんざいがへって、少しずつ明るい社会になっていくのではないか、とぼくは思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６９回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








